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調査部 

若者の人間力を高めるための国民会議が「国民宣言」を採択 

―アクションプランもバージョンアップ― 

若者は、無限の可能性を秘めた、かけがえのない存在です。我が国にとって人材こそ社会の礎であり、これから
の日本を担う若者が、人間力をみがき、発揮することによって、明るい未来を創り出すことができます。 
 社会の中で人と交流、協力し、自立した一人の人間として力強く生きるための総合的な力である人間力は、家
庭、学校、職場、地域社会といった場を通じ形づくられるものですが、我が国の社会が大きく転換している今、
若者を巡る様々な問題が、それぞれの場で生じています。 
 これらの問題の解決には、若者自らの自覚と努力も求められるところですが、若者が生きる自信を持ち、能力
を高め、いきいきと活躍できる社会を目指し、経済界、労働界、教育界、マスメディア、地域社会、政府が一体
となって、若者の人間力を高める国民運動を推進することとし、ここに、次のとおり宣言します。  
１　子どもの頃から人生を考える力やコミュニケーション能力を身につけさせ、働くことの理解を深めさせるな

ど、社会に出る前の若者が生きる自信と力をつけることができるようにします。  
２　社会にはばたく若者に広くチャンスを与え、仕事に挑戦し、活躍できるようにします。  
３　若者が働きながら学ぶことのできる様々な仕組みを用意し、自らを高め続けることができるようにします。  
４　働くことに不安や迷いを持つ若者が臆することなくやり直し、再挑戦できるようにします。 

平成17年9月15日 
若者の人間力を高めるための国民会議 

若者の人間力を高めるための国民宣言 

出所：厚生労働省HP

若者の人間力を高めるための国民会議の模様（9月15日） 

 

「
若
者
は
無
限
の
可
能
性
を
秘
め
た
、
か

け
が
え
の
な
い
存
在
で
す
。
社
会
に
は
ば
た

く
若
者
に
広
く
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
、
仕
事
に

挑
戦
し
、
活
躍
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
」
。 

 

政
府
、
経
済
界
、
労
働
界
、
教
育
界
、
学

識
者
や
マ
ス
コ
ミ
、
地
域
社
会
が
一
体
と
な

っ
て
、
若
者
の
働
く
意
欲
の
喚
起
や
自
立
支

援
策
な
ど
を
話
し
合
う
、
「
若
者
の
人
間
力

を
高
め
る
た
め
の
国
民
会
議
」
（
議
長
・
奥

田
碩
日
本
経
団
連
会
長
）
が
九
月
一
五
日
、

「
国
民
宣
言
」
を
採
択
し
た
。 

 

宣
言
は
若
年
者
問
題
に
関
す
る
初
の
社
会

的
合
意
と
い
え
、
企
業
は
若
者
に
雇
用
の
場

を
提
供
し
、
中
途
採
用
の
拡
大
に
も
前
向
き

に
取
り
組
む
な
ど
、
宣
言
を
具
体
化
す
る
「
基

本
方
針
」
に
沿
っ
て
各
界
は
取
り
組
み
を
進

め
る
。
一
○
月
二
六
日
に
東
京
で
開
く
キ
ッ

ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
を
皮
切
り
に
、
若
年
者
就

業
支
援
の
機
運
を
盛
り
上
げ
る
。 

 

フ
リ
ー
タ
ー
な
ど
が
年
一
○
万
人
ペ
ー
ス

で
増
え
る
な
か
、
同
会
議
は
今
年
五
月
、
若

者
の
自
立
問
題
の
解
決
に
向
け
て
、
厚
生
労

働
省
の
主
導
で
設
置
さ
れ
た
も
の
。
今
回
開

か
れ
た
第
二
回
目
の
会
合
で
は
、
「
国
民
宣

言
」
の
ほ
か
、
こ
れ
に
基
づ
き
各
界
が
担
う

役
割
を
示
し
た
「
国
民
運
動
推
進
の
基
本
方

針
」
、
さ
ら
に
そ
の
具
体
策
を
盛
り
込
ん
だ

「
国
民
運
動
推
進
の
行
動
計
画｣

（
案
）（
若
者

支
援
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
を
ま
と
め

た
。 

 

宣
言
は
、
「
我
が
国
に
と
っ
て
人
材
こ
そ

社
会
の
礎
」
と
強
調
。
若
者
の
就
業
支
援
に

政
府
だ
け
で
な
く
経
済
、
労
働
、
教
育
、
マ

ス
コ
ミ
、
地
域
な
ど
各
界
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
、
若
者

の
成
長
段
階
に
合
わ
せ
、
①
幼
児
期
か
ら
在

学
期
に
か
け
て
は
、
人
生
を
考
え
る
力
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
、

働
く
こ
と
の
理
解
を
深
め
つ
つ
生
き
る
自
信

と
力
を
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
②
就
職
期

の
若
者
に
は
広
く
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
、
仕
事

に
挑
戦
し
、
活
躍
で
き
る
よ
う
に
す
る
③
働

く
若
者
に
つ
い
て
は
、
学
ぶ
た
め
の
様
々
な

仕
組
み
を
用
意
し
、
自
ら
を
高
め
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
④
フ
リ
ー
タ
ー
や

ニ
ー
ト
な
ど
働
く
こ
と
に
不
安
や
迷
い
を
持

つ
若
者
に
対
し
て
は
、
臆
す
る
こ
と
な
く
や

り
直
し
再
挑
戦
で
き
る
よ
う
に
す
る
―
―
の

四
点
を
盛
り
込
ん
だ
。 

   

「
基
本
方
針
」
と
「
行
動
計
画
」 

 

各
界
の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
は

、

「
国
民
運
動
推
進
の
基
本
方
針
」
や｢

国
民

運
動
推
進
の
行
動
計
画
」（
案
）
の
中
で
、
次

の
よ
う
に
示
し
て
い
る
。 

 

在
学
段
階
の
若
者
に
つ
い
て
は
、
経
済
界

や
教
育
界
、
地
方
公
共
団
体
、
政
府
等
が
協

議
の
場
を
設
け
て
連
携
し
、
小
中
高
生
対
象

の
職
場
見
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
中
学
校
を
中
心

と
し
た
五
日
間
以
上
の
職
場
体
験
（
キ
ャ
リ 
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ア
・
ス
タ
ー
ト
・
ウ
ィ
ー
ク
）
、
企
業
に
お

け
る
教
員
の
社
会
体
験
研
修
、
大
学
生
の
職

場
体
験
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
―
―
な
ど

を
推
進
す
る
。
ま
た
、
労
使
団
体
は
中
学
・

高
校
に
派
遣
す
る
経
営
者
や
労
組
役
員
を
募

り
、
生
き
る
こ
と
・
働
く
こ
と
を
テ
ー
マ
に

若
者
と
語
る
取
り
組
み
（
学
校
訪
問
プ
ロ
グ

ラ
ム
）
に
協
力
す
る
。
一
方
、
地
方
公
共
団

体
は
若
者
の
育
成
に
熱
意
あ
る
大
人
を
世
話

役
に
任
命
し
、
地
域
行
事
へ
の
参
加
の
呼
び

か
け
や
、
若
者
の
見
守
り
・
励
ま
し
運
動
を

進
め
る
。 
 

就
職
期
の
若
者
に
関
し
て
は
、
経
済
界
が

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
利
用
者
や
若
者
自
立
塾
の
修

了
者
、
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
希
望
者
―
―
な
ど

に
積
極
的
な
求
人
を
行
う
よ
う
、
企
業
向
け

ア
ピ
ー
ル
等
を
発
信
し
て
呼
び
か
け
る
。
ま

た
、
労
使
が
共
同
し
て
、
就
職
を
希
望
す
る

若
者
を
対
象
と
す
る
セ
ミ
ナ
ー
や
、
企
業
と

若
者
の
出
会
い
の
場
を
設
定
す
る
な
ど
、
企

業
と
若
者
間
の
架
け
橋
も
整
え
る
。 

 

働
く
若
者
を
め
ぐ
っ
て
は
、
職
業
人
と
し

て
の
能
力
を
計
画
的
に
高
め
続
け
ら
れ
る
よ

う
、
大
学
・
専
門
職
大
学
院
等
で
の
社
会
人

教
育
や
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
学
習
機
会
を
拡

充
し
つ
つ
、
労
働
時
間
に
も
配
慮
し
て
受
講

し
や
す
く
す
る
。
ま
た
、
若
者
が
能
力
を
発

揮
し
や
す
い
よ
う
、
経
済
界
、
地
方
公
共
団

体
、
政
府
が
若
者
の
雇
用
管
理
セ
ミ
ナ
ー
等

を
開
く
一
方
、
労
組
は
若
者
向
け
労
働
相
談

の
充
実
を
図
る
。 

 

フ
リ
ー
タ
ー
や
ニ
ー
ト
な
ど
職
業
選
択
に

迷
い
が
ち
な
若
者
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共

団
体
や
政
府
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
相
談
や

面
接
な
ど
、
若
者
・
保
護
者
か
ら
の
多
様
な

相
談
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
体
制
を
整
え
る

と
と
も
に
、
若
者
自
立
塾
や
ヤ
ン
グ
ジ
ョ
ブ

ス
ポ
ッ
ト
の
充
実
を
図
り
、
若
者
の
職
業
的

自
立
に
向
け
た
働
き
か
け
を
強
化
す
る
。
ま

た
、
企
業
は
中
途
採
用
の
拡
大
に
前
向
き
に

取
り
組
み
、
人
物
本
位
の
採
用
に
努
め
る
。 

 

各
界
は
当
面
、
こ
れ
ら
の
方
策
を
中
心
に

取
り
組
み
を
進
め
、
そ
の
成
果
を
来
年
五
月

に
開
催
予
定
の
第
三
回
会
議
で
報
告
す
る
こ

と
に
し
て
い
る
。 

   

出
揃

う
政
府
の 

　
○
六
年
度
目
玉
施
策 

 

各
界
の
協
力
を
取
り
付
け
る
一
方
、
官
邸

で
は
一
○
月
六
日
、
関
係
六
閣
僚
に
よ
る
第

九
回
「
若
者
自
立
・
挑
戦
戦
略
会
議
」
が
開

か
れ
、
「
若
者
の
自
立
・
挑
戦
の
た
め
の
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
の
強
化
を
確
認
し
た
。

同
プ
ラ
ン
は
○
四
年
一
二
月
以
降
、
内
閣
府

の
主
導
で
文
科
省
、
厚
労
省
、
農
水
省
、
経

産
省
が
連
携
し
て
ま
と
め
て
き
た
、
若
年
者

就
業
施
策
を
推
進
す
る
た
め
の
見
取
り
図
。

そ
れ
を
今
回
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
た
。 

 

そ
れ
に
よ
る
と
、
政
府
は
来
年
度
、
①
「
フ

リ
ー
タ
ー
二
五
万
人
常
用
雇
用
化
プ
ラ
ン
」

等
の
推
進
②
地
域
の
相
談
体
制
充
実
等
に
よ

る
ニ
ー
ト
対
策
の
強
化
③
キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ー

ト
ウ
ィ
ー
ク
な
ど
、
体
系
的
な
キ
ャ
リ
ア
教

育
・
職
業
教
育
等
の
い
っ
そ
う
の
推
進
④
専

門
職
大
学
院
な
ど
に
お
け
る
、
産
学
連
携
を

通
じ
た
高
度
・
専
門
的
な
人
材
の
育
成
⑤
若

者
と
中
小
企
業
、
林
業
・
漁
業
な
ど
、
地
域

産
業
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
⑥
国
民
運

動
を
通
じ
た
、
若
者
問
題
に
対
す
る
意
識
の

向
上
―
―
の
六
本
を
柱
に
、
前
年
度
比
一
四

五
億
円
の
増
額
と
な
る
、
九
○
一
億
円
を
計

上
し
て
若
年
者
就
業
支
援
に
臨
む
。 

 

う
ち
、
「
フ
リ
ー
タ
ー
二
五
万
人
常
用
雇

用
化
プ
ラ
ン
」
と
ニ
ー
ト
対
策
の
強
化
は
、

厚
労
省
の
目
玉
と
な
る
施
策
。
同
省
は
目
下
、

フ
リ
ー
タ
ー
二
○
万
人
を
正
社
員
等
の
定
職
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ジョブカフェの風景 

に
就
か
せ
る
数
値
目
標
を
設
定
し
て
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
が
、
来
年
度
は
こ
の
目
標

を
さ
ら
に
五
万
人
引
き
上
げ
る
。
就
職
情
報

の
提
供
や
キ
ャ
リ
ア
相
談
を
一
括
し
て
行
う

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
等
に
よ
る
就
職
支
援
を
今
年

度
よ
り
一
・
四
万
人
多
い
五
万
人
に
対
し
て

実
施
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
専
任
職
員
（
若
年

者
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
タ
ー
）
が
、
マ
ン
ツ
ー
マ

ン
の
担
当
制
で
職
業
紹
介
か
ら
就
職
後
の
職

場
定
着
ま
で
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
す
る
「
フ
リ

ー
タ
ー
常
用
就
職
支
援
事
業
」
を
二
万
人
増

の
一
二
万
人
を
対
象
に
行
う
ほ
か
、
企
業
で

三
カ
月
間
試
行
的
に
雇
い
、
双
方
の
ニ
ー
ズ

が
マ
ッ
チ
す
れ
ば
正
規
採
用
し
て
も
ら
う
ト

ラ
イ
ア
ル
雇
用
を
一
万
人
増
の
七
万
人
と
見

込
む
。
ま
た
、
週
に
三
日
は
企
業
実
習
、
二

日
は
通
学
（
座
学
）
の
パ
タ
ー
ン
で
職
業
人

を
育
成
す
る
日
本
版
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
の

受
講
者
も
六
○
○
○
人
増
の
三
・
一
万
人
に

拡
大
す
る
。 
 

同
プ
ラ
ン
で
は
ま
た
、
新
卒
採
用
に
至
ら

な
か
っ
た
若
者
に
、
よ
り
広
く
正
社
員
採
用

の
チ
ャ
ン
ス
を
拓
く
た
め
、
学
卒
後
数
年
は

新
卒
枠
で
対
応
し
て
も
ら
え
る
よ
う
募
集
採

用
方
法
等
の
見
直
し
を
求
め
る
。
さ
ら
に
、

百
貨
店
や
外
食
、
製
造
な
ど
一
部
業
種
で
は
、

フ
リ
ー
タ
ー
の
正
社
員
登
用
制
度
を
持
つ
企

業
も
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、
先
進
企
業
を
加

え
て
研
究
会
を
設
け
、
「
フ
リ
ー
タ
ー
正
社

員
登
用
マ
ニ
ュ
ア
ル｣

を
開
発
す
る
。
経
済

団
体
の
協
力
を
得
て
こ
れ
を
普
及
し
、
モ
デ

ル
事
業
の
実
施
で
こ
う
し
た
企
業
の
拡
大
を

図
り
、
フ
リ
ー
タ
ー
三
○
○
○
人
の
正
社
員

化
を
見
込
む
。 

 

ま
た
、
「
農
業
を
や
っ
て
み
よ
う
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
の
一
環
と
し
て
、
フ
リ
ー
タ
ー
が
農

作
業
を
体
験
で
き
る
機
会
も
新
た
に
設
け
、

約
一
○
○
○
人
の
就
農
を
促
す
。
一
方
、
生

活
が
昼
夜
逆
転
し
て
お
り
、
最
初
か
ら
フ
ル

タ
イ
ム
の
勤
務
は
難
し
い
人
も
少
な
く
な
い

ニ
ー
ト
に
関
し
て
は
、
新
た
に
長
期
若
年
無

業
者
向
け
の
短
時
間
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
（
週

二
○
時
間
以
上
）
を
創
設
し
、
三
○
○
○
人

を
対
象
に
実
施
す
る
方
針
だ
。 

   

地
域
若
者

サ
ポ
ー
ト 

　
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
新
設 

 

ニ
ー
ト
対
策
の
強
化
に
つ
い
て
は
、
同
省

は
今
年
度
ス
タ
ー
ト
し
た
「
若
者
自
立
塾
」

（
現
在
二
○
カ
所
）
を
二
倍
の
四
○
カ
所
に

増
や
す
ほ
か
、
ニ
ー
ト
等
に
対
し
て
継
続
的
、

一
元
的
な
支
援
が
行
え
る
よ
う
、
地
域
で
若

者
を
支
え
る
核
と
な
る
「
地
域
若
者
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
（
仮
称
）
を
新
設
す
る
。

同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
都
道
府
県
お
よ
び
政
令

指
定
都
市
に
そ
れ
ぞ
れ
一
カ
所
程
度
、
計
六

四
カ
所
（
他
に
中
央
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
一

カ
所
）
に
設
置
。
事
業
の
運
営
は
民
間
委
託

す
る
予
定
だ
。
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

や
臨
床
心
理
士
な
ど
を
配
置
し
て
、
心
理
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
キ
ャ
リ
ア
相
談
か
ら
キ
ャ

リ
ア
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
ジ
ョ
ブ
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
等
）
を
実
施
し
、
若
者
支
援
機
関
の
サ

ー
ビ
ス
が
効
果
的
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
誘
導

す
る
。 

 

さ
ら
に
、
フ
リ
ー
タ
ー
、
ニ
ー
ト
の
若
者

は
、
「
離
職
時
の
挫
折
感
」
「
就
職
活
動
・

面
接
時
の
対
人
不
安
」
「
職
場
の
人
間
関
係

に
係
る
悩
み
」
「
昼
夜
逆
転
と
い
っ
た
生
活

リ
ズ
ム
の
不
規
則
さ
」
な
ど
が
ネ
ッ
ク
に
な

り
、
就
業
ま
で
た
ど
り
着
け
な
い
ケ
ー
ス
も

多
い
。
こ
の
た
め
、
全
国
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

や
ヤ
ン
グ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
常
時
、
臨
床
心

理
士
等
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
相
談
体
制
を
整
備
す
る
。 

 

政
府
の
施
策
が
出
揃
う
な
か
で
、
若
者
の

就
業
支
援
は
社
会
全
体
の
課
題
と
し
て
受
け

止
め
ら
れ
、
解
決
へ
向
け
た
国
民
運
動
が
い

ま
、
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。 

（
調
査
部
・
渡
邊
木
綿
子
） 


